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【
組
合
の
概
要
】
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８
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【
事
業
の
背
景
と
目
的
】

　

当
組
合
は
、
平
成
24
年
で
組
合
設
立
35
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、
組
合
の
愛
称
を

決
定
し
、
一
般
消
費
者
に
浸
透
さ
せ
、
組
合
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
と
共
に
、

組
合
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
組
合
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
「
愛
称
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
、
青
年
部
が
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

愛
称
に
代
表
さ
れ
る
、本
名
以
外
の
名
称
を
用
い
て
、ご
利
用
い
た
だ
く
お
客
様
な
ど
に

浸
透
さ
せ
、
親
し
み
と
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
く
方
法
は
、
最
近
よ
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
の
卸
売
業
者
を
構
成
員
と
す
る
組
合
と
し
て
、
近
隣
の
方
々
に
少
し
で
も
親
し
み

や
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
取
り
組
み
】

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
助
成
事
業
で
あ
る
「
青
年
部
研
究
会
」
を
活
用
し
、

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

注
目
度
を
よ
り
高
く
す
る
た
め
に
、組
合
の
35
周
年
の
記
念
事
業
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

組
合
を
構
成
す
る
会
社
の
社
員
や
関
係
者
に
は
、
組
合
の
愛
称
に
つ
い
て
よ
り
強
い
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
、
一
般
消
費
者
に
は
、
組
合
の
愛
称
が
Ｐ
Ｒ
し
や
す
く
な
る
と
い
う
観

点
か
ら
公
募
と
い
う
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

進
行
方
法
と
し
て
は
、「
企
画
」、「
募
集
」、「
審
査
」
の
３
段
階
に
分
け
て
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。「
企
画
」
で
は
、公
募
期
間
、公
募
方
法
、応
募
回
数
等
を
、「
募
集
」
で
は
、

募
集
要
項
の
作
成
（
ポ
ス
タ
ー
）、
広
報
活
動
の
方
法
等
を
、「
審
査
」
で
は
、
審
査
方
法
、

審
査
員
の
公
表
や
当
選
者
の
決
定
方
法
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

募
集
期
間
は
、
比
較
的
時
間
が
取
れ
る
で
あ
ろ
う
正
月
休
み
を
含
み
、
２
ヶ
月
間
と
し
、

応
募
し
や
す
く
す
る
た
め
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
と
幅
広
く
活
用
し
ま
し
た
。

　

２
ヶ
月
間
の
募
集
で
、
４
４
３
件
の
愛
称
が
集
ま
り
、
茂
原

市
内
だ
け
で
な
く
、全
国
か
ら
募
集
が
あ
り
、ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー

ミ
ン
グ
を
用
い
て
、
一
つ
ず
つ
選
考
し
て
い
き
、
最
終
的
に
約

10
個
の
作
品
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。
選
考
に
選
考
を
重
ね
た

結
果
、「
も
ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
」
と
決
定
し
、組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
、
営
業
車
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
製
し
、
組
合
員
に

配
る
な
ど
し
て
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
事
業
の
成
果
】

　

決
定
し
た
愛
称
「
も
ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
」
は
、「
茂
原
」
と

い
う
地
名
と
「
卸
」
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
組

合
の
愛
称
と
し
て
好
適
で
あ
る
と
判
断
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
優
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　【
今
後
の
課
題
】

　

今
回
決
定
し
た
愛
称
で
あ
る
「
も
ば
ら
オ
ロ
シ
テ
ィ
」
が
価
値
を
生
み
出
す
か
ど
う
か

は
、
組
合
の
今
後
の
広
報
活
動
に
依
存
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

愛
称
を
決
め
た
と
は
い
え
、
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
保
証

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
ど
の
よ
う
に
露
出
度
を
高
め
る
か
、
一
般
消
費
者
に
対
し
て
浸
透

さ
せ
、
親
し
み
と
愛
着
を
感
じ
て
い
た
だ
く
か
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
助
成
事
業
で
あ
る「
連
携
組
織
活
性
化

研
究
会
」
を
活
用
し
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
組
合
の
概
要
】
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【
設
立
の
経
緯
】

　

当
組
合
は
、零
細
企
業
の
多
い
鍍
金
業
界
に
お
い
て
、労
働
力
不
足
、技
術
水
準
の
低
さ
、

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
公
害
問
題
、
過
当
競
争
等
不
安
定
な
経
営
上
の
要
素
が
多
す
ぎ

る
等
、
何
か
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
企
業
の
将
来
は
衰
退
の
一
途
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な

い
と
し
、
大
同
団
結
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
し
工
業
組
合
を
設
立
し
た
。

【
主
な
事
業
活
動
】

　

・
排
水
処
理
設
備
等
の
保
守
管
理

　

・
産
業
廃
棄
物
の
保
管
及
び
適
正
処
理

　

・
千
葉
県
主
催
の
巡
回
相
談
等
へ
の
協
力

　

・
人
材
育
成
等
に
関
す
る
講
習
会
（
研
修
会
）
等
の
開
催

　

・
後
継
者
育
成
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催

　

・
労
働
災
害
防
止
策

　

・
健
康
管
理
の
た
め
の
活
動

　

設
立
当
時
か
ら
、
環
境
等
の
規
制
が
厳
し
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
「
千
葉
県
環
境
白
書
」

に
は
毎
年
数
社
が
千
葉
県
環
境
規
制
（
国
の
率
規
制
よ
り
厳
し
い
、
10
分
の
1
規
制
）
に

よ
り
軽
微
の
違
反
を
し
て
い
た
と
し
、
当
該
白
書
に
お
い
て
公
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
組

合
で
は
、当
時
の
千
葉
県
機
械
金
属
試
験
場（
現
千
葉
県
産
業
技
術
研
究
所
）の
協
力
の
下
、

年
2
回
の
全
組
合
事
業
所
の
排
水
設
備
等
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
組
合

員
の
環
境
改
善
に
対
す
る
意
識
が
強
く
な
り
、
約
十
数
年
後
に
は
排
水
違
反
は
ゼ
ロ
と
な

り
ま
し
た
。

　

昭
和
53
年
度
に
は
、
組
合
員
の
意
識
向
上
の
た
め
に
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

指
導
の
下
に
よ
り
、
活
路
開
拓
調
査
支
援
事
業
（
め
っ
き
向
上
に
お
け
る
公
害
防
止
調
査

研
究
と
技
術
開
発
に
つ
い
て
）
等
を
２
回
実
施
。
平
成
６
年
度
に
は
、
通
商
産
業
省
の
指

導
に
よ
り
当
時
施
行
さ
れ
た
「
労
確
法
」
に
よ
り
、
本
組
合
員
各
企
業
の
さ
ら
な
る
発
展

を
志
向
し
、
労
働
力
確
保
推
進
事
業
に
取
り
組
む
た
め
、
組
合
で
企
画
、
実
行
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
課
題
】

　

近
年
、公
害
防
止
は
組
合
員
の
努
力
に
よ
り
当
該
規
制
の
違
反
は
皆
無
と
な
っ
て
お
り
、

産
業
廃
棄
物
処
理
、
労
働
安
全
等
に
つ
い
て
も
組
合
で
の
指
導
の
上
で
全
組
合
員
が
実
施

出
来
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
後
継
者
が
不
在
の
た
め
に
事
業
を
止
む
無
く
廃
業
す
る
組
合
員
が
多
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
組
合
の
運
営
は
賦
課
金
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
今
後
は
、

事
業
収
入
の
拡
大
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
組
合
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
充
実

を
図
る
べ
く
、
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
一

翼
を
担
え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

組
合
事
務
局
強
化
事
業
（
組
合
運
営
・

企
業
経
営
研
究
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
責
任
者
協
会
だ
よ
り
の
第
12
号
を
刊
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
６
月
７
日
（
金
）
に
、
本
協
会
と
千
葉
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
と
の
共
催
に
よ
る
組
合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
人
材
確
保
と
人
材
育
成
を
テ
ー
マ
に
友
光
経
営
労
務
事

務
所　

代
表　

友
光
俊
郎　

氏
に
ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
及
び
中
小
企
業
は
、
事
業
計
画
及
び
経
営
計
画
に
基
づ
い
て
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
乗
り
切
る
べ
く
、
様
々
な
事
業
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、そ
の
事
業
活
動
の
根
幹
を
な
す
も
の
は「
人
材
」

で
あ
り
ま
す
。し
か
し
、近
年
の
多
様
化
す
る
社
会
環
境
に
お
い
て
は
、

従
来
の
雇
用
確
保
や
人
材
育
成
方
法
で
は
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
会
員
様
の
事
業
運
営
、
企

業
経
営
に
お
役
立
て
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
講
演
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

時
代
の
変
化
と
共
に
経
営
者
に
求
め
ら
れ
る
資
質
も
変
化
し
て
お
り
、

「
心
を
理
解
す
る
努
力
」
が
経
営
者
に
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
30
年
前
に
比
べ
る
と
、
雇
用
者
の
働
く
意
識
に
変
化
が
生
じ

て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
「
心
理
学
の
応
用
力
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
労
働
人
口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
日
本
に
お
い
て
、「
会

社
が
雇
用
者
を
選
ぶ
時
代
」
が
終
わ
り
、「
雇
用
者
が
会
社
を
選
ぶ
時

代
」
が
や
っ
て
く
る
と
し
、
そ
の
た
め
の
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

現
代
に
お
い
て
、
人
材
確
保
が
上
手
く
い
っ
て
い
な
い
一
番
の
原
因

は
「
団
塊
の
世
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
で
あ
り
、
物
事
の
捉
え
方
、
考

え
方
か
ら
埋
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
次
に
必
要
と
な

る
の
は
若
年
者
に
意
見
を
言
わ
せ
る
環
境
づ
く
り
が
大
事
に
な
り
ま

す
。
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
こ
と
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

た
め
の
近
道
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

若
年
者
の
定
着
率
か
ら
見
る
と
、
本
来
重
要
と
思
わ
れ
て
き
た
労

働
条
件
面
や
賃
金
面
で
は
定
着
率
に
大
き
な
変
化
が
な
い
こ
と
、
そ

し
て
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
風
通
し
の
良
い
職
場
と
個
々

の
成
長
を
促
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
企
業
ほ
ど
定
着
率
が
高
い

こ
と
が
最
近
の
調
査
で
分
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
作
り
と
個
々
の
成
長
を
促
す
取
り
組
み

を
心
掛
け
る
こ
と
に
よ
り
、
難
し
い
と
思
わ
れ
て
い
た
中
小
企
業
に

お
い
て
も
、
人
材
の
確
保
と
定
着
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

次
に
、
人
材
育
成
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
大
事
に
な
る
の
で
す
が
、

教
育
訓
練
が
独
り
歩
き
を
し
て
い
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
っ

か
り
と
し
た
管
理
シ
ス
テ
ム
や
段
階
的
な
道
筋
を
作
る
事
に
よ
り
、

個
々
の
目
標
意
識
が
高
ま
り
、
ス
キ
ル
も
効
率
よ
く
高
め
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　

管
理
者
は
「
目
標
管
理
カ
ー
ド
」
を
用
い
て
、
個
々
の
社
員
の
目

標
を
管
理
、
定
期
的
に
面
接
を
行
う
な
ど
、
管
理
者
と
し
て
の
役
割

を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。

　

個
人
目
標
の
進
捗
、
成
果
を
評
価
し
、
仕
事
の
で
き
る
チ
ー
ム
作

り
が
良
い
職
場
環
境
の
基
盤
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

最
後
に
、
人
材
確
保
と
育
成
に
お
い
て
、
良
い
職
場
環
境
作
り
が

重
要
な
鍵
に
な
る
と
ま
と
め
、
本
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
な
講
習
会
を
企
画
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。



☆
ち
ょ
っ
と
小
休
止
・
計
算
問
題
☆
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去
る
５
月
８
日
、
本
機
関
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
中
心
と
し
た
広
報
事
業
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
会
員
の
皆
様
に
候
補
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
。
大
変
多
く
の
ご
回
答
を
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
頂
い
た
本
協
会
会
員
組
合
に
関
連
す
る
事
業
・
イ
ベ
ン
ト

等
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
25
年
７
月

　

○
柏
ま
つ
り
（
柏
市
工
業
祭
）：
27
日
～
28
日
（
柏
市
工
業
団
地
協
同
組
合
）

平
成
25
年
８
月

　

○
船
橋
総
合
卸
商
業
団
地
Ｆ
Ｏ
Ｃ
夏
祭
り
：
２
日（船

橋
総
合
卸
商
業
団
地
協
同
組
合
）

平
成
25
年
10
月

　

○
野
田
市
産
業
祭
：
10
月
５
日
～
６
日
（
野
田
工
業
団
地
協
同
組
合
）

　

○
千
葉
市
民
産
業
ま
つ
り
：
上
旬
（
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
）

　

○
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ち
ば
ま
つ
り
：
下
旬
（
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
）

　

○
第
３
回
千
葉
と
う
ふ
ま
つ
り
in
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
：
20
日
頃（千

葉
県
豆
腐
商
工
組
合
）

平
成
26
年
３
月

　

○
ワ
ー
ル
ド
ス
シ
カ
ッ
プ
２
０
１
４
：
上
旬
（
千
葉
県
貿
易
協
同
組
合
）

　

先
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
得
た
情
報
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
に
つ

き
ま
し
て
も
会
員
組
合
に
関
連
す
る
様
々
な
情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
だ
け
で
な
く
、
各
組
合
で
提
供
で
き
る
役
務
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
情
報
提
供
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
（
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

工
業
連
携
支
援
部　

木
村　

℡
０
４
３
‐
３
０
６
‐
２
４
２
７
）

会
員
組
合
関
連
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
ご
案
内

　

本
会
で
は
、
組
合
等
連
携
組
織
が
実
施
す
る
各
種
研
究
会
の
事
業
に
対
し
て
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
各
種
助
成
事
業
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、募
集
枠
に
達
し
て
い
る
た
め
、個
別
専
門
指
導
事
業
を
除
き
、募
集
は
締
め
切
っ

て
お
り
ま
す
。

・
連
携
組
織
活
性
化
研
究
会

　

組
合
等
が
自
ら
抱
え
る
様
々
な
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
企
業
に
よ
る
個
別
対
応

策
や
組
合
等
に
よ
る
組
織
対
応
策
を
、
専
門
家
を
交
え
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、

組
合
員
企
業
の
底
上
げ
を
図
っ
た
り
、
組
合
等
の
持
続
的
な
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
を
目
的

に
研
究
会
を
実
施
す
る
場
合
、
本
会
が
事
業
費
の
一
部
負
担
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
組
合
等
新
分
野
開
拓
支
援
事
業

　

組
合
等
が
自
ら
の
経
営
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
組
合
及
び
組

合
員
の
新
分
野
進
出
、
新
製
品
の
開
発
、
新
技
術
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
等
の
研
究
に
取

り
組
む
た
め
、
講
義
方
式
、
実
習
方
式
、
討
論
方
式
、
懇
談
方
式
等
を
用
い
た
自
主
的
な

研
究
会
を
行
う
場
合
に
、
本
会
が
経
費
の
一
部
負
担
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
青
年
部
研
究
会

　

組
合
の
青
年
部
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
企
業
経
営
、
組
合

運
営
等
に
関
す
る
研
究
会
を
開
催
す
る
場
合
、
本
会
が
経
費
の
一
部
負
担
等
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

・
個
別
専
門
指
導
事
業

　

本
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
を
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
、
直
面
し
て
い
る
課
題

に
対
し
、
要
請
に
基
づ
い
た
専
門
家
を
選
定
、
直
接
的
な
支
援
・
助
言
を
通
し
て
、
課
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
及
び
中
小
企
業
組
合
等
の
活
性
化
、
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
謝
金
、
旅
費
（
実
費
）
等
の
経
費
の
全
額
を
本
会
が
負

担
い
た
し
ま
す
。 

（
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
実
施
事
業
）

・
中
小
企
業
組
合
等
活
路
開
拓
事
業

　

中
小
企
業
が
経
済
的
・
社
会
的
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
活
路
の
開
拓

等
、
単
独
で
は
解
決
困
難
な
諸
問
題
に
組
合
等
を
中
心
に
取
り
組
み
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
等
を
行
う
事
業
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
経
費
総
額
の
10
分
の
６
以
内
（
平
成
25
年
度
実
績
）

　

補
助
金
額 （
上
限
）
１
１
，
５
８
８
千
円
（
下
限
）
１
，
０
０
０
千
円

　・
組
合
等
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
開
発
事
業
）

　

組
合
等
を
基
盤
と
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
組
合
員
向
け
業
務
用

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
研
究
・
開
発
及
び
こ
れ
ら
の
普
及
の
た
め

の
事
業
に
対
し
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
経
費
総
額
の
10
分
の
６
以
内
（
平
成
25
年
度
実
績
）

　

補
助
金
額 （
上
限
）
１
１
，
５
８
８
千
円
（
下
限
）
１
，
０
０
０
千
円

　

実
施
方
法
・
助
成
額
・
応
募
締
切
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
千
葉
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

香
取
神
宮

　

昨
年
度
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
て
散
策
を
し
ま
し
た
香
取
神
宮
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

香
取
神
宮
は
香
取
市
香
取
に
あ
る
神
社
で
あ
り
、
式
内
社
（「
延
喜
式
の
内
に
記
載
さ

れ
た
神
社
」
※
延
喜
式
と
は
、
三
代
格
式
の
内
で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
お
り
、
細
か

な
事
柄
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
古
代
史
研
究
の
う
え
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。）
で

下
総
国
一
宮
（
下
総
国
の
中
で
最
も
社
格
の
高
い
と
さ
れ
る
神
社
。）
で
あ
る
。
本
殿
及

び
楼
門
は
江
戸
時
代
の
建
立
で
、
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

関
東
地
方
を
中
心
と
し
て
全
国
に
約
４
０
０
社
あ
る
香
取
神
社
の
総
本
社
で
あ
り
、
鹿

嶋
市
の
鹿
島
神
宮
、
神
栖
市
の
息
栖
神
社
と
と
も
に
東
国
三
社
の
一
社
と
し
て
、
初
詣
に

は
毎
年
50
万
人
以
上
が
参
拝
し
て
い
る
。
他
の
東
国
三
社
の
鹿
島
神
宮
、
息
栖
神
社
と
あ

わ
せ
て
、
大
地
に
直
角
二
等
辺
三
角
形
を
描
く
か
た
ち
に
位
置
し
て
お
り
、
鹿
島
神
宮
は
、

約
13
㎞
、
ほ
ぼ
正
確
な
北
東
、
息
栖
神
社
は
約
８
㎞
、
ほ
ぼ
正
確
な
東
に
位
置
し
て
い
る
。

古
代
の
朝
廷
に
よ
っ
て
、
蝦
夷
（
日
本
列
島
の
東
方
（
現
在
の
東
北
地
方
）
や
北
方
（
現

在
の
北
海
道
地
方
）
に
住
む
人
々
を
異
端
視
・
異
族
視
し
た
呼
称
）
に
対
す
る
前
進
基
地

と
し
て
鹿
島
神
宮
と
と
も
に
重
要
視
さ
れ
た
神
社
で
あ
る
。
古
来
よ
り
軍
神
と
し
て
の
性

格
が
強
く
、
武
術
の
道
場
に
は
「
鹿
島
大
明
神
」、「
香
取
大
明
神
」
と
書
か
れ
た
２
軸
の

掛
軸
が
対
で
多
く
掲
げ
ら
れ
る
。

地
震
を
お
こ
す
大
鯰

　

昔
か
ら
、
こ
の
地
方
は
地
震
が
頻
発
し
、
人
々
は
い
た
く
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

地
中
に
大
き
な
鯰
が
住
み
つ
き
、
大
暴
れ
し
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
香
取
・

鹿
島
の
二
柱
の
大
神
た
ち
は
地
中
に
深
く
石
棒
を
さ
し
込
み
、
鯰
に
頭
と
尾
を
押
さ
せ
地

震
を
鎮
め
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
棒
は
要
石
（
か
な
め
い
し
）
と
言
わ
れ
、
大
部
分
が
地
中
に
埋
ま
っ
た
霊
石
で

あ
る
。
香
取
神
宮
の
要
石
は
凸
型
で
鯰
の
尾
、
鹿
島
神
宮
の
要
石
は
凹
型
で
鯰
の
頭
を
押

さ
え
て
い
る
と
さ
れ
、
２
つ
の
要
石
は
地
中
で
繋
が
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
６
６
４
年
、水
戸
黄
門
で
有
名
な
徳
川
光
圀
が
要
石
の
周
り
を
掘
ら
せ
た
が
、日
が
沈

ん
で
中
断
す
る
と
、
朝
ま
で
の
間
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
２
日
続
い

た
後
、
次
は
昼
夜
兼
行
で
７
日
７
晩
掘
り
続
け
た
が
、
底
に
は
達
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
１
８
５
５
年
10
月
の
安
政
大
地
震
後
、
地
震
が
起
こ
っ
た
の
は
大
神
が
10
月
＝

神
無
月
で
出
雲
へ
出
か
け
た
だ
か
ら
と
い
う
説
も
残
っ
て
い
る
。

３
社
の
う
ち
の
１
社

　

要
石
の
力
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
大
地
震
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
大
鯰
は
日

本
全
土
に
渡
る
と
さ
れ
、護
国
の
役
割
も
成
し
て
い
ま
す
。
な
お
、日
本
で
古
来
よ
り
「
神

宮
」
を
名
乗
っ
て
い
た
た
っ
た
３
社
の
う
ち
の
１
社
で
あ
り
、
重
要
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

ち
な
み
に
残
り
の
２
社
は
鹿
島
神
宮
と
伊
勢
神
宮
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
度
、
開
催
し
ま
す
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
岐
阜
県

大
津
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
前
述
に
あ
り
ま
す
三
重
県
・
伊
勢
神
宮
へ
の

観
光
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
20
年
に
一
度
の
神
宮
式
年
遷
宮
（
じ
ん
ぐ
う
し

き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

神
宮
で
は
、
原
則
と
し
て
20
年
ご
と
に
、
内
宮
（
皇
大
神
宮
）・
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）

の
二
つ
の
正
宮
の
正
殿
、
14
の
別
宮
の
全
て
の
社
殿
を
造
り
替
え
て
神
座
を
遷
す
。
こ
の

と
き
、
宝
殿
外
幣
殿
、
鳥
居
、
御
垣
、
御
饌
殿
な
ど
計
65
棟
の
殿
舎
の
ほ
か
、
装
束
・
神

宝
、
宇
治
橋
な
ど
も
造
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
記
録
に
よ
る
と
神
宮
式
年
遷
宮
は
、
飛
鳥
時

代
の
天
武
天
皇
が
定
め
、
持
統
天
皇
の
治
世
の
６
９
０
年
に
第
１
回
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

戦
国
時
代
の
１
２
０
年
以
上
に
及
ぶ
中
断
や
幾
度
か
の
延
期
な
ど
は
あ
っ
た
も
の
の
、

１
９
９
３
年
の
第
61
回
式
年
遷
宮
ま
で
、
お
よ
そ
１
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
０
０
５
年
か
ら
第
62
回
式
年
遷
宮
の
各
行
事
が
進
行
中
で
、
２
０
０
９
年
に
主
要
な

行
事
で
あ
る
内
宮
に
係
る
「
宇
治
渡
始
式
」
が
斎
行
さ
れ
、２
０
１
３
年
に
は
正
遷
宮
（
神

体
の
渡
御
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
助
成
事
業
の
概
要

千
葉
県
の
歴
史
と
情
報

　

下
記
は
、
あ
る
有
名
中
学

校
の
入
試
で
出
題
さ
れ
た
計

算
問
題
で
す
。

　

□
内
に
＋
、
－
、
×
、
÷

を
入
れ
、
ま
た
、（　

）
は

計
算
式
が
成
立
す
る
な
ら

ば
、
好
き
な
よ
う
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

※
た
だ
し
、
各
記
号
は
１

回
の
み
し
か
使
え
な
い
も
の

と
す
る
。

　

ま
た
、
全
て
使
用
し
な
く

て
も
良
く
、
好
き
な
も
の
を

使
っ
て
よ
い
。

（問　題）
　１□９□１□９＝１０

　　（ヒント）
　　　①数学の法則（計算の順番）　②分数

（解　答）
記号は下記のように使います。
（１÷９＋１）×９
（　）内の計算が優先され、さらに乗除優先となりますので、
１／９＋１＝１０／９

１０／９×９＝１０　となります。


